
　

習
志
野
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
夏

季
オ
ー
プ
ン
大
会
が
６
月
30

日
、
袖
ケ
浦
体
育
館
で
開
か
れ

た
。

　

１
部
か
ら
３
部
の
ほ
か
、
60

歳
以
上
と
70
歳
以
上
の
部
も

設
け
ら
れ
た
。
男
子
１
部
は
山

田
・
八
木
組
、
女
子
１
部
は
諏

訪
免
・
岡
組
が
優
勝
を
果
た
し

た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
。

【
男
子
の
部
】

　

▽
１
部
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

①
山
田
・
八
木
（
勤
労
ク
ラ

ブ
）
②
北
郷
・
工
藤
（
熊
連
／

伊
東
市
ク
ラ
ブ
）
③
新
井
・
長

山
（
勤
労
ク
ラ
ブ
／
一
般
）

▽
２
部
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

①
津
島
・
新
井
（
一
般
）
②
中

村
・
武
田
（
一
般
）
③
鎌
田
・

山
田
（
千
葉
工
業
大
学
）

▽
３
部
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

①
小
川
・
菊
地
（
葛
飾
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
）
②
岡
田
・
小
松
（
千

葉
市
立
千
葉
高
校
）
③
秋
山
・

石
川
（
千
葉
工
業
大
学
）

▽
60
歳
以
上
リ
ー
グ
①
永

井
・
渡
辺
（
浦
安
ク
ラ
ブ
）

▽
70
歳
以
上
リ
ー
グ
①
吉

田
・
佐
藤
（
海
ほ
た
る
）
②
田

中
・
新
井
（
東
京
都
／
華
陽

会
）【

女
子
の
部
】

　

習
志
野
市
制
施
行
70
周
年
記

念
・
第
58
回
習
志
野
市
市
民
総

合
体
育
大
会
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

競
技
兼
第
３
回
習
志
野
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
オ
ー
プ
ン
大
会
が
７

　

▽
１
部
リ
ー
グ
①
諏
訪
免
・

岡
（
勤
労
ク
ラ
ブ
）
②
末
廣
・

山
田
（
勤
労
ク
ラ
ブ
）

▽
２
部
リ
ー
グ
①
山
本
・
安

井
（
千
葉
市
立
千
葉
高
校
）
②

中
谷
・
髙
橋
（
Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）
③

及
川
・
亀
山
（
し
ら
さ
ぎ
／
一

月
28
日
、
東
部
体
育
館
で
開
か

れ
た
。

　

オ
ー
プ
ン
参
加
へ
門
戸
を
広

げ
て
３
回
目
。
本
格
的
な
大
会

運
営
と
な
り
、
参
加
者
は
72
名

に
増
え
た
。
開
会
式
で
は
習
志

野
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
伊
藤
寛

会
長
、
小
熊
隆
教
育
長
、
来
賓

の
宮
本
市
長
、
佐
々
木
秀
一
市

議
会
議
長
が
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

習
志
野
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

協
会
の
甲
斐
田
竜
司
会
長
は

「
競
技
を
追
求
す
る
選
手
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
取
り
組
む

選
手
、
ど
ち
ら
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
が
、
他
市
の
取
り
組
み

を
参
考
に
し
て
、
競
技
人
口
を

増
や
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
減

っ
た
小
学
生
た
ち
も
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
、
親
子
体
験
会

を
催
し
、
今
後
も
多
く
の
人
を

招
き
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流

で
き
る
機
会
に
し
た
い
」
と
会

員
増
を
目
指
す
考
え
だ
。

　

大
会
は
予
選
リ
ー
グ
と
１
位

か
ら
６
位
に
わ
か
れ
て
の
順
位

別
リ
ー
グ
で
戦
わ
れ
た
。

　

１
位
リ
ー
グ
の
上
位
入
賞
者

は
次
の
通
り
。

▽
１
位
リ
ー
グ
＝
①
福
田
剛

之
②
島
田
紅
梨
③
岡
本
晃
治

般
）▽

３
部
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

①
佐
藤
・
三
石
（
千
葉
市
立
千

葉
高
校
）
②
松
浦
・
富
永
（
千

葉
市
立
千
葉
高
校
）
③
髙
梨
・

岡
（
千
葉
市
立
千
葉
高
校
）

▽
60
歳
以
上
リ
ー
グ
①
板

谷
・
川
井
（
揚
羽
／
Ｎ
Ｂ
Ｓ
）

②
沖
山
・
髙
橋
（
ド
ロ
ッ
プ

ス
）▽

70
歳
以
上
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
①
真
鍋
・
河
野
（
Ｓ
ｈ
ｏ

ｔ
’04
／
ア
イ
リ
ス
）
②
平
野
・

矢
野
（
浦
安
／
ス
カ
イ
）
③

菅
・
太
田
（
東
部
ク
ラ
ブ
／
エ

ル
シ
ッ
ク
ス
）

　

令
和
６
年
度
習
志
野
市
原
爆

死
没
者
慰
霊
お
よ
び
平
和
祈
念

式
典
が
８
月
６
日
と
９
日
、
新

習
志
野
公
民
館
で
開
か
れ
た
。

　

習
志
野
市
は
１
９
８
２
（
昭

和
57
）
年
８
月
５
日
、
県
内
で

は
初
め
て
「
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
」
を
宣
言
し
た
。
毎
年
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
悼
み
、

恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
式

典
を
催
し
、
公
民
館
な
ど
で
原

爆
に
関
す
る
資
料
の
展
示
を
行

っ
て
い
る
。

　

特
に
平
和
の
尊
さ
を
次
代
に

　

習
志
野
の
小
さ
な
風
の
会
に

よ
る
「
習
志
野
で
語
り
継
ぐ
原

爆
」
が
８
月
８
日
、
プ
ラ
ッ
ツ

習
志
野
で
開
か
れ
た
。

　

小
さ
な
風
の
会
は
、
原
子
爆

弾
投
下
に
よ
る
悲
惨
さ
を
風
化

さ
せ
な
い
で
も
ら
い
た
い
と
、

原
爆
被
爆
者
の
体
験
を
語
り

継
ぐ
活
動
を
２
０
１
０
年
か
ら

行
っ
て
い
る
。
約
40
人
が
集
ま

り
、
市
内
の
小
中
学
校
で
原
爆

被
爆
者
と
し
て
の
体
験
を
語
っ

た
青
木
茂
さ
ん
と
小
野
英
子
さ

ん
が
、
習
志
野
市
協
働
政
策
課

制
作
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
と
解
説

で
紹
介
さ
れ
た
。

引
き
継
ぐ
た
め
、
学
校
で
の

被
爆
体
験
講
話
の
ほ
か
、
中
学

生
、
高
校
生
ら
を
団
員
と
し
た

「
平
和
市
民
代
表
団
」
を
派
遣

し
て
い
る
。
代
表
団
は
広
島

市
、
長
崎
市
を
交
互
に
訪
れ
、

現
地
で
慰
霊
式
に
参
列
し
、
被

爆
者
か
ら
の
講
話
を
聞
く
ほ

か
、
若
者
同
士
の
交
流
の
機
会

を
持
つ
と
い
っ
た
体
験
を
し
て

い
る
。

　

両
日
の
式
典
で
宮
本
市
長
は

多
く
の
犠
牲
者
に
哀
悼
の
意
を

表
し
、
習
志
野
市
の
「
核
兵
器

　

青
木
さ
ん
は
20
歳
の
時
、
長

崎
市
の
爆
心
地
か
ら
２
・
２

㎞
離
れ
た
ト
ン
ネ
ル
で
の
勤
務

中
に
被
爆
し
た
。
語
り
部
と
な

り
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
た
。

小
野
さ
ん
は
広
島
市
の
爆
心
地

か
ら
約
１
・
５
㎞
の
自
宅
で
被

爆
。
父
親
と
姉
を
亡
く
し
た
。

放
射
能
を
浴
び
た
影
響
に
よ
っ

て
、
甲
状
腺
の
腫
瘍
や
眼
症
、

白
血
球
過
多
な
ど
で
苦
し
め
ら

れ
た
。
実
母
の
山
本
信
子
さ
ん

が
英
文
で
書
い
た
被
爆
体
験
記

録
を
見
つ
け
て
、
和
訳
し
て

『
炎
の
メ
モ
ワ
ー
ル
』
と
題
し

て
出
版
し
た
。
小
野
さ
ん
の
被

爆
体
験
と
戦
時
下
の
母
子
の
暮

ら
し
は
、
小
さ
な
風
の
会
の
央

康
子
に
よ
る
絵
本
『
さ
い
ご
の

あ
さ
ご
は
ん
』
の
朗
読
で
も
伝

え
ら
れ
た
。

　

西
村
桂
子
さ
ん
は
義
父
の
西

村
利
信
さ
ん
の
最
期
の
姿
と

手
記
を
ま
と
め
た
冊
子
『
原
爆

体
験
記
』
の
制
作
過
程
に
つ
い

て
、
土
屋
誠
さ
ん
に
よ
る
体
験

記
の
朗
読
を
交
え
な
が
ら
話
し

た
。
利
信
さ
ん
は
旧
制
広
島
第

二
中
学
校
２
年
生
で
被
爆
し

た
。
千
葉
高
校
文
学
ク
ラ
ブ
の

『
道
程
』
誌
に
収
め
ら
れ
て
い

た
手
記
は
、
利
信
さ
ん
に
と
っ

て
封
印
さ
れ
た
体
験
記
だ
っ

た
。
自
身
の
被
爆
と
父
親
と
弟

の
死
と
い
う
辛
い
体
験
だ
っ
た

だ
け
に
当
初
は
発
表
を
拒
ん
で

い
た
が
、
冊
子
が
新
聞
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
大
き
な
反
響
が
あ

っ
た
。
こ
の
時
、
初
め
て
涙
を

見
せ
た
利
信
さ
ん
に
、
桂
子
さ

ん
は
「
72
年
間
、
胸
の
奥
に
押

し
込
め
て
き
た
巨
大
な
巨
大
な

塊
が
、
と
も
に
思
っ
て
下
さ
っ

た
方
々
の
御
蔭
で
、
さ
ら
さ
ら

と
溶
け
て
い
く
よ
う
な
不
思
議

な
時
間
で
し
た
」
と
話
し
た
。

　

青
木
さ
ん
、
小
野
さ
ん
、
西

村
さ
ん
は
と
も
に
２
０
１
８
年

に
亡
く
な
ら
れ
た
。
来
年
は
原

爆
投
下
か
ら
80
年
目
と
な
る
。

未
来
に
向
け
て
平
和
を
築
い
て

い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。
私
が

学
ん
だ
こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
有

す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
平
和

へ
の
意
識
が
広
が
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
」
と
ス
ピ
ー
チ
。
細

山
さ
ん
は
「
過
去
と
向
き
合
い

現
在
（
い
ま
）
に
生
か
し
希

望
あ
る
未
来
を
繋
ぐ
そ
の
先

に
平
和
は
訪
れ
る
」
と
「
繋

ぐ
」
と
題
し
た
詩
を
結
ん
だ
。

　

今
年
度
の
代
表
団
は
広
島
市

を
訪
れ
た
。
団
員
の
小
菅
茉

弥
さ
ん
は
資
料
館
な
ど
を
訪
れ

て
、
こ
れ
ま
で
思
っ
て
い
た
こ

と
と
の
違
い
に
、
実
際
に
経
験

す
る
大
切
さ
を
感
じ
た
と
話
し

た
。

　
【
今
年
度
平
和
市
民
代
表
団

※
敬
称
略
】齋
藤
路
子
（
習
志

野
市
原
爆
被
爆
者
の
会
）
田
中

柊
輔
（
第
四
中
学
校
教
諭
）
平

川
智
規
（
一
中
）
田
中
ち
よ
り

（
二
中
）
各
務
紘
斗
（
三
中
）

伴
悠
羽
（
四
中
）
宮
下
寛
司

（
五
中
）
近
藤
駿
介
（
六
中
）

小
菅
茉
弥
（
七
中
）
木
堂
亜
衣

理
（
実
籾
高
校
）
中
村
由
佳

（
東
邦
高
校
）

廃
絶
平
和
都
市
」
宣
言
文
を
読

み
上
げ
、
核
兵
器
廃
絶
に
「
み

な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
た
。

　

６
日
の
式
典
で
は
、
令
和
４

年
度
の
市
民
代
表
団
員
と
し
て

広
島
市
に
派
遣
さ
れ
た
冷
水
俊

介
さ
ん
が
平
和
を
祈
念
す
る
ス

ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
冷
水
さ
ん

は
平
和
と
は
お
互
い
を
わ
か
り

合
い
認
め
合
う
世
界
の
こ
と
で

あ
る
と
し
、
「
私
た
ち
が
下
の

世
代
へ
と
ま
た
、
原
爆
に
対
し

て
の
『
お
も
い
』
を
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
決

意
を
伝
え
た
。
同
じ
く
団
員
だ

っ
た
川
内
未
来
さ
ん
は
「
今
を

生
き
る
人
達
へ
」
と
題
し
た
平

和
の
詩
を
朗
読
し
た
。

　

９
日
に
は
、
長
崎
市
を
訪
れ

た
昨
年
度
代
表
団
員
の
松
尾

悠
大
さ
ん
と
細
山
雅
喜
さ
ん
が

平
和
へ
の
思
い
を
伝
え
た
。
松

尾
さ
ん
は
「
79
年
前
の
き
ょ
う

こ
の
時
間
に
起
き
て
し
ま
っ
た

痕
跡
は
今
も
な
お
消
え
る
こ
と

な
く
残
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
過
去
の
悲
劇
を
忘
れ
ず
に
、

「
語
り
継
ぐ
原
爆
」

習
志
野
の
小
さ
な
風
の
会
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大
相
撲
９
月
場
所
は
９
月
22

日
、
千
秋
楽
を
迎
え
た
。

　

新
入
幕
の
阿
武
剋
関
は
３
日

目
に
高
安
を
破
っ
て
初
白
星
。

連
敗
も
あ
っ
た
が
、
終
盤
に
３

連
勝
し
７
勝
８
敗
と
し
た
。
十

両
筆
頭
の
阿
武
咲
関
は
足
の
ケ

ガ
の
た
め
５
日
目
か
ら
休
場
。

　

幕
下
勢
の
勝
ち
越
し
は
二
本

柳
、
土
佐
緑
の
両
力
士
。
道
颯

は
休
場
。

新
入
幕
・
阿
武
剋

７
勝
８
敗

大
相
撲
９
月
場
所

しこ名 結果

阿武剋
幕
内

十
両

幕
下

序
二
段

序
ノ
口

●

阿武松部屋力士９月場所成績表
東京・両国 国技館　９月８日～２２日

西１４枚目 ７勝８敗

阿武咲●西筆頭 １勝４敗10休

三
段
目

●

○

○

●

勇磨

二本柳

土佐緑

秋良

２勝５敗

４勝３敗

４勝３敗

３勝４敗

東２０枚目

西４５枚目

東６７枚目

東７４枚目

東８８枚目

●

●

●

●

●

荒雄山

隆志

大志松

稲葉

関本

２勝５敗

３勝４敗

３勝４敗

２勝５敗

３勝４敗

西２枚目

東１３枚目

東５０枚目

●

○

●

禎ノ花

益湊

大天真

２勝５敗

４勝３敗

３勝４敗

東１３枚目 道颯 休　　場

西１０枚目

東２３枚目

東３０枚目

東４７枚目

男
子
山
田・八
木
組
女
子
諏
訪
免・岡
組

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
願
い

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
夏
季
オ
ー
プ
ン
大
会

原
爆
死
没
者
慰
霊・平
和
祈
念
式
典

一部市総体バウンドテニス
第３回習志野バウンドテニスオープン大会

甲斐田会長「会員増目指す」

各順位リーグの入賞者

山
田
・
八
木
組

献
花
台
に
白
菊
を
捧
げ
祈
る（
８
月
６
日
㊤
、８
月
９
日
㊦
）

西
村
桂
子
さ
ん

諏
訪
免
・
岡
組

１
位
リ
ー
グ
の
対
戦


